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 諸外国のCIM推進状況と韓国のCIM活動の

概要 

 

 

 

 

 



Open CIM Forumの活動 



 設立趣旨 
 CIMの推進における技術的な課題にソフト・ハードベンダー一体となって取り組

む 

 ユーザーのCIMの取組みを支援、CIM情報の流通基盤を提供する 

 活動 
 CIM関連動向の情報収集、3次元既存データ形式の調査・検証 

 国総研からのCIMモデル提案への対応、IFCの活用と実装 

 CIMセミナーの開催、土木学会の全国CIM講演会での報告 

 JACICのCIM技術検討会へ参画 

 CIM技術検討会メンバー 

 産学官CIMタスクフォースメンバー 

 九州地方整備局のCIM検討会の支援 

 



九州地方におけるCIM勉強会活動 

平成25年 
7月10日設立 

九州地方CIM導入検討会 
 委員長 熊本大学 小林一郎 教授 

委員  企画部長以下 各課課長、試行事務所副所長 

トンネル分科会 ダム分科会 河川分科会 

平成26年 
4月7日設立 

情報交換 
情報交換 

九州地方CIM勉強会 
 

河川WG ダムWG トンネルWG  

実務者ワーキングは分科会の意向を受けてCIMモデル作成支援やコンサルティングを実施 

九州地方整備局 試行業務・工事事務所 

CIM試行 建設コンサルタント 建設会社 



九州地方整備局 

事務所名 
分類 

（着手時期） 
河川・道路 

事業名 
【業務（工事）名】 

北九州国道 指定工事 
（H24～) 

道路 福岡２０１号飯塚庄内田川バイパス事業 
【福岡２０１号筑豊烏尾トンネル（糸田工区）新設工事】 

宮崎河川国道 指定業務 
【概略設計】 
（H25～） 

河川 八重川津屋原沼改修事業 
【八重川津屋原沼改修事業施設検討業務】 

福岡国道 指定業務 
（H23～） 

道路 有明海沿岸道路事業 
【平成２４・２５年度 筑後川橋詳細設計業務】 

福岡国道 指定業務 
（H23～） 

道路 有明海沿岸道路事業 
【平成２４・２５年度 早津江川橋詳細設計業務】 

大分川ダム 希望工事 
（H25～） 

河川 大分川ダム建設事業 
【大分川ダム締切り堤工事】 

大分川ダム 希望工事 
（H25～） 

河川 大分川ダム建設事業 
【大分川ダム建設（一期）工事】 

熊本河川国道 その他 
 

河川 白川激特事業 

宮崎河川国道 その他 
（H25～） 

砂防 砂防事業 

CIM試行事業支援活動概要 



宮崎河川国道事務所 

八重川津屋原沼改修事業施設検討業務 

CIM画像 水門案 

CIM画像 周囲堤案 



大分川ダム工事事務所 

大分川ダム建設（一期）工事 

基礎掘削完了 堤体盛立完了 

３Dオブジェクトモデル 

ICT施工から締固め回数を検索 



【高千穂峰南側斜面の地形モデル】 

宮崎河川国道事務所 砂防施設予備設計業務 

■左岸上方より 

砂防堰堤（下流案） 

砂防堰堤（上流案） 

■Ｈ＝14.5ｍの場合 

■Ｈ＝10.0ｍの場合 



諸外国のCIM推進状況と 
韓国のCIM活動の概要 



各国発注者によるCIMの推進と義務化 

 米国では多くの連邦道路局や州道路局でCIM活用
を義務化済 

 英国では2016年に全公共事業調達にCIM活用を義
務化 

 フィンランドの公共事業で2014年中にCIM活用義
務化 

 シンガポールではBCAが2014年中にBIMによる成
果納品を義務化 、10年以内に最終的には 25% の
生産性向上を目標 

 ブラジルは公共事業省では将来CIM導入を示唆 

 カタール鉄道はすべてのプロジェクトでCIM電子
納品を義務化済 

 日本では国土交通省が2016年度に先導的導入事業
でのガイドライン運用開始を公表 

 韓国政府は公共事業発注機関に約50億円以上の建
築物にBIM活用義務化済、2016年には土木事業に 
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InfraBIMとは？ 

SOC施設の形状、属性、機能などをデジタルで表現した情報 

Infrastructure BIM ⇨ Infra BIM 
 

 Infra Building Modeling 

トンネ
ル 

橋梁 土工 

 Infra Building Information 

· Briefing Document 

· Classification System 

· Product Catalogues 

· Construction Specification 

· CAD System 

· Calculation System 

· Facility Management 

· Demolition & Reconstruction 



InfraBIMの必要性 

ガイドラインとガイド 

制度 

IFC国際標準 

検証システム 

500億以上  
ターンキー工事BIM発注 

2016年BIM全面
導入 

法規チェック  
 

PPSのRule 
Set  

 

韓国電力取引
所Rule Set 

2D CAD ベース 3D~7D(nD) BIM 기반 

建築分野 

2D CAD ベース 3D~7D(nD) BIM 기반 

土木分野
BIM 

  -     도로건설공사

공 사 명

국토해양부        지방국토관리청

시 행 청 과 업 참 여 자용 역 회 사 축 척 과 업 책 임 자설 계 일 자 분 야 별 책 임 자 도 면 번 호도 면 명설 계

본 표준은 제시된 제품(공법)은 실시설계 당시
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질, 규격, 성능 등이 동등 이상의 제품(공법)으로
변경 적용할 수 있다. 

비교 · 검토하여 발주청(감리원)과 사전협의 후  재
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ガイドラインとガイド 

制度 

IFC国際標準 

検証システム 



国内BIM関連動向 

서울지하철9호선 청풍대교 호남고속철도 

BIM 시공성 검증 BIM 공사관리시스템 

発注状況 

 

市場の現状 

PPSは、2010年BIM発注政策を策定したところで、2016年の設備事業全体でBIM導入拡大予定 

設計発注にBIMを部分発注して工程管理、シミュレーション、広報などの用途に活用 

大型建設会社を中心に橋、ダム、高速鉄道、地下鉄、港湾などのSOC施設にBIMを試験的に導入 

国内BIM S/Wの市場は2016年1,000億ウォンと予想され、毎年15％以上増加すると見込まれる 



国内外の土木分野BIM適用事例 

Qatar Railway Project 
HongKong Kai Tak 
Station with Tunnel 

UK Crossrail 

湖南省の高速鉄道 金剛4橋 清風大橋 

その他の事例：西海複線電鉄、釜山都市鉄道、洛東江排水閘門など 



国内土木BIM技術レベル 

• （BIM活用）使用率52.8％、重要性の認識：78.8％、使用分野：シミュレーション、
物量計算、工程管理など  

• （BIM適用時の注意事項）国家レベルの計画/政策と関連標準の開発の必要性、BIM 
S/W間の互換性確保の必要性、 BIM H/WとS/Wの導入コストの負担軽減策の必要性、
維持管理の分野でBIM活用努力が必要 

分析結果 

<使用率、重要性の認識の変化> 

<分析結果>분석결과> 

<BIM適用業務の認識の変化> 

<BIM活用のための重要度認識の変化> <BIM採用時の障害要素> <BIM活用時の収益に影響> 

目的：土木工学社のBIM技術レベルの把握を介してBIM研究、公共発

注ガイドおよび関連標準の開発の基礎資料として活用  

対象：建設コンサルのうち25社（国内請負順位上位50位内）  

方法：面談を通じたアンケートの配布と回収（32アンケート項目） 
<議論を通じたアンケート調査> 

土木分野
BIM技術
レベルの

調査 



国土交通省建設技術振興基本計画 

国の政策の方向 - 建設技術振興基本計画 



国家政策 - 道路分野BIM導入基本計画策定 

法·制度·  
ガイドライン  

詳細分析 

技術開発  
分野導出  

（標準、インフ
ラなど） 

STEEP, SWOT 
Portfolio, 

Linking Grid 
などの手法を活用 

<BIM国際標準の現状> 

<BIM導入可能性分析> <BIM技術開発の現状> 

<法、制度、ガイド> 

現況調査と妥当性の分析 

基本計画 

発注先：国土交通省幹線道路部 

課題名：BIM技術動向調査や道路の分野に導入方針の研究  

コスト/期間：1.2億/'14.5月～'14.12月（8ヶ月）  

内容： ①国内外のBIM関連の推進状況調査  

            ②道路分野BIM導入の実現可能性の分析 

            ③道路分野BIM導入のための基本計画策定 

制度 



建設事業管理システム 

用紙補償システム 施設維持管理システム 

建設許認可システム 

建設事業の情報化
(CALS) 

設計 

BIM 

施工 維持管理 

コラボレーション 

発注先：国土交通科学技術振興院  

課題名：土木分野の3次元設計情報スマート共有システムの開発企画研究  

コスト/期間：0.33億/'14年5月～'14年11月（6ヶ月）  

内容：①土木分野BIMの情報モデルの標準の共有フレームワークの開発計画    

   ②土木分野のライフサイクルBIM情報の経営統合オペレーティング 

     システム構築の企画 

   ③土木BIMベースの建設事業の情報化性能の高度化技術開発計画 

R&D 

国家政策 - インフラBIM企画研究 



InfraBIM情報モデル標準開発の概要 

Infra BIM国際化と事業化 

Infra BIM道路事業の試験適用 

工程  
管理 

認証システム 

標準モデル  
範囲拡張 

モデル  
管理 

建設情報  
連携  
自動化 

発注機関  
ビジネス管理  

活用 

3Dモデル  
ビューア 4D工程  

ビューア 

5D工事費  
ビューア 

工事費  
管理 

Infra BIM  
活用システム 

Converter 
開発 

3D/4D/5D 
実装 

発注機関  
ガイドライン S/W 

ガイド 

5D工事費  
情報 

4D 
工程情報 

3Dモデル  
情報 

実用化段階 

Infra BIMのGISプラットフォームの 
デモンストレーション適用 

Pilot Checker & Viewer 

Infra BIM情報の要件定義 

形状  
情報の要件  

定義 

工程  
情報の要件  

定義 

工事費  
情報の要件  

定義 

Infra BIMデータ検証システムの開発 

Converter Checker Viewer 

•形状の標準 

•工程の標準 

•工事費の標準 

トンネル 橋梁 道路 

工事費 工程情報 形状情報 

Infra BIM情報モデルの標準 

 トンネル 

橋梁 

 道路 

研究段階 

•形状情報アプリケーションの説明 

•プロセス情報の適用手順 

•工事費について適用ガイドライン 

•GIS連携のためのBIMのプロパティ

の定義  

•GIS の連携のための BIMのプロパ

ティガイドライン 

•発注機関に適用ガイドライン  

•使用アプリケーションの説明  

•Infra BIM適用のツール  

•Infra BIM適用のツール開発 ガイド 

BIM/GIS連携 

Infra BIM活用 

Infra BIM  
情報モデルの

標準検証 

Infra BIM  
データ成果品

の検証 

Infra BIM  
データ成果品

を確認 



InfraBIM情報モデルの標準開発工程 
1年目（2012） - 完了 2年目（2013） - 完了 3年目（2014） - 進行中 

[1] Infra BIM技術動向レポート 

[2] Infra BIM活用レベルレポート 

[3] BIMベースの実施設計図書の試作品 

[1] InfraBIM形状情報モデルスキーマ 
（v0.5）の開発 

[2]標準デモベースのBIMライブラリ
開発 

[3] InfraBIM IFCコンバータおよびビ
ューアのパイロット開発 

4年目（2015） - 計画  

5年目（2016） - 計画 

[1] InfraBIM情報モデルの標準の開発
（v1.0）と検証  
 
[2] Infra BIMスキーマ検証ツール  
     （Converter、Viewer）の開発  
 
[3] InfraBIM情報モデルの標準とGIS
モデル連携案提示 

[1] Infra BIMのGISプラットフォーム
のデモンストレーション適用  
 
[2] Infra BIMの道路事業の試験適用  
 
[3] Infra BIM発注機関用適用ガイドラ
インの開発 

[1] Infra BIM用の適用指針の開発  
 
[2] Infra BIM運用システムなどを活用案
提示  
 
[3] Infra BIM認証システムなど事業化案
提示 



InfraBIM情報モデルの標準化 

 
 
 
 
 

制度 

 
 
 
 
 

検証システム 

 
 
 
 
 

ガイドライン 

 
 
 
 
 

IFC国際標準 

国内土木分野BIMの現状 

形状/プロセス/工事費の適用指針 

GISの連携ガイドライン 

S/ W開発者ガイド 

発注機関適用ガイドライン 

 
 
 
 
 

ガイドライン 

5D Viewer 

3D Viewer 

Rule Converter 

4D Viewer 

Infra BIM Viewer と 
Converter 

 
 
 
 
 

検証システム 

3D/4D/5D 
Converter 

Viewer 

国内規格の開発 

Infra BIM適用の通知および  
 法制化の推進 

Infra BIM認証システム
の構築 

Infra BIM情報モデル 

 
 
 
 
 

制度 

Infra BIM情報モデルの標準および検証技術の開発 

IFC国際標準化の推進 

 
 
 
 
 

IFC国際標準 



道路分野BIM導入の期待効果 

道路分野BIM  
導入の期待効果 

01 

02 04 

03 

より優れた設計 

道路分野BIMライブラリ確保 

データの品質確保 

BIM管理システムの構築 

• 土木インフラをより簡単に計画および設計  
• モデルベースのツールでエラーの減少、要求精度の向上  
• いつでも設計変更をすることができる柔軟性  
• さまざまな選択肢を迅速にモデル化と可視化 

• 道路分野の設計効用と業務活用性の向上  
• 3Dオブジェクトベースの迅速な設計サポート  
• 道路設計標準度に応じたライブラリを提供 

• 国際標準をベースにした標準的な適用に一貫性の
あるデータ品質の確保  

• さまざまなBIMソフトウェア間の互換性確保  
• 道路工事の特性である長期工事のためのデータの

継続性を維持 

• 道路分野BIM導入のための発注者、の歴史、
S/ W開発者用ガイドライン、ガイドを介し
て統一されたBIM管理システムの構築  

• 道路の設計、施工、維持管理の効率性の向上 




